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まとめ 

・新潟県は西新潟中央病院を中心にした開業医，神経専門医，非神経専門医を横につなぐ診療連携の構築

に取り組んでいる。 

・より高度なてんかん医療を目指し、西新潟中央病院と新潟大学医歯薬総合病院との連携をさらに強力

にした。 

・今後は行政との関わりをより強くすることと、一般市民へのてんかん啓発活動が重要である。 

 

 

１．新潟県てんかん地域診療連携体制整備試行事業 

1）概要 

新潟県てんかん地域診療連携協議会を組織して拠点病

院を中心とした新たなネットワークを構築し、西新潟中

央病院をてんかん診療拠点病院として専門的なてんかん

治療および患者への相談支援を行い，また周辺の医療機

関との連携を密にし，てんかんに関する普及啓発活動を

実施しててんかん診療における地域連携体制を確立させ

ることを目指した。 

 現状では、新潟県が考えているてんかん対策の課題は、

てんかん診療拠点病院としての患者集約、紹介元の医療

機関へのてんかん普及啓発、新潟大学医歯学総合病院と

の連携であり、それぞれの強化を行った。 

2）具体的な活動 

・治療機関を増やす試み 

・各診療機関へのてんかん診療拠点病院の周知 

・患者用のてんかんに関するテキストの作成と配布 

・てんかんに関する各種研究会の開催 

・市民公開講座 

・医療者向けのセミナーの開催（医師、看護師、臨床   

検査技師、保健師） 

・てんかん専門職向けセミナー（教職員、福祉担当者 

など） 

 

２．てんかん診療拠点病院としての患者集約 

新規患者数は、平成 27 年度 481 名に比し、28 年

度は 606 名と 127 名 26.4％増加し、特に県内からの受診の割合が 5％増加しており、これは紹介元の医
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新たな体制の構築（新潟県資料）

各医療機関と西新潟中央病院あるいは各医療
機関内での連携を強化するとともに，新潟大学
医歯学総合病院との連携を強くして，より高度な
てんかん治療を行えるように整備する
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関係機関の連携の現状（新潟県資料）

現状では開業医，神経専門医，非専門医から均
等に紹介されているが，逆紹介率が低く，新潟大
学医歯学総合病院との連携が弱い

教育・啓発活動 (2017年度）

 てんかん市民公開講座

2018年2月11日

 てんかん専門看護師研修会

2017年10月18日〜20日（20名参加）

 てんかん臨床検査技師研修会

2017年7月12日〜14日（24名参加）

 てんかん夏期セミナー（医師）

2017年8月26日（20名参加）

 てんかん専門職向けセミナー（教職員，福祉担当者など）

2017年8月24日（113名参加）

 てんかん講演会（新潟県福祉保健部主催，保健師対象）

2018年2月8日（21名参加）



療機関へのてんかん普及啓発の成果と考えられ、新潟県の課

題であった点は達せられている。一方で、近隣の県およびそ

の他の都道府県、国外からの受診も 2割を占め、診療圏は県

内に限られず、県を超えた地方てんかんセンターの役割を果

たしている。 

紹介元は大きくは変わらないが、神経専門勤務医からの紹

介割合が増え、非神経専門勤務医からの紹介割合が減ってい

る。開業医からの紹介割合は変わっていない。 

受診後の対応では、当院での治療、紹介元での治療の割合

が減り、様子観察の割合が増えているが、これは治療に関し適切な診断がなされたためと思われる。 

 

３．新潟大学医歯学総合病院との連携 

 新潟大学医歯学総合病院との連携が弱いことが課題の一つ

であったが、臨床面でも研究面でも連携が強化され、より高

度なてんかん医療が可能となっている。 

 

４．新潟県でのてんかん地域連携モデル 

1）診療連携 

西新潟中央病院を拠点とし、開業医，神経専門医，非神経

専門医を横につなぐ診療連携の構築に取り組んでおり、また

新潟大学医歯薬総合病院との連携を強化してさらに高度なて

んかん医療と研究を目指している。 

また、患者あるいは医療機関が受診予約を簡便にできるよ

うに、病院のホームページから予約申し込み FAX をダウンロ

ードできるようにし、負担が少ないように最小限の情報のみを記載するようにしている。そして迅速で

適切な対応を行えるように、地域連携室を窓口にしている。 

西新潟中央病院てんかん新規患者数

紹介元の地域

(2016. 4.~2017. 3.) (2015. 4.~2016. 3.)

西新潟中央病院てんかん新規患者数

男性, 
253

女性, 
228

男性, 
326

女性, 
282

総数：481名

(2015. 4.~2016. 3.)

総数：608名

(2016. 4.~2017.3.)

127名（26.4%）の増加

西新潟中央病院てんかん新規患者数

紹介元の診療形態

(2016. 4.~2017. 3.)(2015. 4.~2016. 3.)

西新潟中央病院てんかん新規患者数

受診後の対応

当院での治療
（200）41.6%

当院での治療
（234）38.5%

2015年10月〜2017年12月まで20例

新潟大学と連携した症例

 術前検査として大学に依頼：15例

 7例は当院で手術済

 手術を大学に依頼：5例

 2歳以下：3例
 皮膚病変で形成外科の協力が必要：1例
 甲状腺腫摘出後に迷走神経刺激装置埋込み

術施行：1例

• 平成29年度新潟大学脳研究所共同利用・共同研究

「MRI陰性てんかん症例での多角的術前検査によるてんかん焦点の

可視化」



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2）遠隔医療システムの導入 

遠隔医療システムを用い、てんかん症例検討会のネットワークを構築し、Web でリアルタイムに医療

画像を用いた Face to Face 診断ができるように、まず新潟大学医歯薬総合病院との間で始めている。

新潟県は長大な県で大きな離島もあり、専門医も偏在しており、症例検討会に参加できない地域も多い

が、将来的にはこれを多くの医療機関と結び、そのような地域でも症例検討会に参加できるようにし、

県内のてんかん診療レベルの向上を目指している。 

 

５．まとめ 

新潟県のてんかん診療連携は始まって間もないが、この 3年間のモデル事業の成果として県が示した

課題に対応できろようになった。新潟県は長大な県で大きな離島もあり、専門医も偏在しているが、よ

りよいてんかん診療のために，新潟県の地域特性に応じて、地域の医院や病院と情報共有，医療相談を

気軽にでき，組織だったてんかん治療の関係を構築するように今後も取り組んでゆく。 
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